
10

20

JP 7501848 B2 2024.6.18

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7501848号

(P7501848)
(24)登録日　令和6年6月10日(2024.6.10)(45)発行日　令和6年6月18日(2024.6.18)

(54)【発明の名称】　管路更生工法

(51)国際特許分類
　   Ｂ２９Ｃ 63/32 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｌ 1/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２９Ｃ 63/32 　　　　 　　　
　Ｆ１６Ｌ 1/00 　　　Ｊ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-13418(P2020-13418)
(22)出願日　 令和2年1月30日(2020.1.30)
(65)公開番号　 特開2021-119044(P2021-119044 

A)
(43)公開日　 令和3年8月12日(2021.8.12)

審査請求日　 令和4年12月19日(2022.12.19)
前置審査

(73)特許権者　 505142964
株式会社クボタケミックス
大阪府堺市西区石津西町１４番２号

(73)特許権者　 000149206
株式会社大阪防水建設社
大阪府大阪市天王寺区餌差町７番６号

(74)代理人　 100090181
弁理士　山田  義人

(72)発明者　 谷川  伸一
大阪府堺市西区石津西町１４番２号  株 
式会社クボタケミックス内

(72)発明者　 中村  良一郎
大阪府堺市西区石津西町１４番２号  株 
式会社クボタケミックス内

(72)発明者　 鈴木  晃介
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し て 製 管 し た 螺 旋 管 を 用 い て 既 設 管 を 更 生 す る 管 路 更  
生 工 法 で あ っ て 、
　 マ ン ホ ー ル 内 で 前 記 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 す と 共 に 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た 前  
記 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 外 面 側 か ら 連 結 部 材 を 取 り 付 け て 当 該 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 隣 り 合 う 側 縁  
部 ど う し を 連 結 し て 前 記 螺 旋 管 を 形 成 し な が ら 、 形 成 し た 前 記 螺 旋 管 を 前 記 マ ン ホ ー ル 内  
か ら 前 記 既 設 管 内 に 順 次 送 り 込 ん で い く 工 程 を 含 み 、
　 前 記 ラ イ ニ ン グ 部 材 は 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た と き の 外 面 側 の 両 側 部 の そ れ ぞ れ に 形 成 さ  
れ る 第 １ 係 合 部 を 備 え 、
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 第 １ 係 合 部 の そ れ ぞ れ と 係 合 さ れ る 第 ２ 係 合 部 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 係 合 部 は 、 前 記 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 突 条 と 、 前 記 第 １ 突 条  
の 一 方 側 面 の 先 端 部 に 形 成 さ れ る 第 １ 係 止 片 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 係 合 部 は 、 前 記 連 結 部 材 の 長 手 方 向 に 延 び る 第 ２ 突 条 と 、 前 記 第 ２ 突 条 の 一 方  
側 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 係 止 片 と 係 合 さ れ る 第 ２ 係 止 片 と を 有 す る 、 管 路 更 生 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 連 結 部 材 に よ っ て 前 記 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し を 連 結 し て 前 記 螺 旋  
管 を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 前 記 連 結 部 材 の 最 外 部 は 、 前 記 螺 旋 管 の 径 方 向 に お け る 前 記  
ラ イ ニ ン グ 部 材 の 最 外 部 よ り も 外 側 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 管 路 更 生 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　3　（全14頁）
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　 前 記 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 す と き に は 、 前 記 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 側 縁 ど う し を  
突 き 合 わ せ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 管 路 更 生 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し て 製 管 し た 螺 旋 管 を 用 い て 既 設 管 を 更  
生 す る 管 路 更 生 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 管 路 更 生 工 法 の 一 例 が 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 。 特 許 文 献 １ の 管 路 更 生 工 法 で は  
、 既 設 管 の 内 面 に 沿 っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ ニ  
ン グ 部 材 の 隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し を 連 結 部 材 に よ っ て 連 結 し て 螺 旋 管 を 形 成 す る こ と で 、  
既 設 管 内 に 螺 旋 管 （ ラ イ ニ ン グ 管 ） を 施 工 す る 。 こ の 際 、 連 結 部 材 は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 の  
内 面 側 か ら 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 の 管 路 更 生 工 法 の 他 の 一 例 が 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る 。 特 許 文 献 ２ の 管 路 更  
生 工 法 で は 、 両 側 縁 部 に 接 合 部 が 形 成 さ れ た ラ イ ニ ン グ 部 材 （ 帯 状 部 材 ） を 地 上 か ら マ ン  
ホ ー ル 内 に 引 き 込 み 、 マ ン ホ ー ル 内 に 設 置 さ れ た 製 管 機 を 用 い て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋  
状 に 巻 き 回 し て 隣 接 す る 接 合 部 同 士 を 接 合 し て 螺 旋 管 （ 更 生 管 ） を 製 管 す る 。 そ し て 、 製  
管 し た 螺 旋 管 を 既 設 管 内 に 順 次 送 り 込 む こ と で 、 既 設 管 内 に 螺 旋 管 を 施 工 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 許 第 ６ ５ ５ ９ ９ ２ ０ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ０ ５ ６ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ の 技 術 は 、 内 部 に 作 業 者 が 入 っ て 作 業 を す る こ と が 可 能 な 口 径 （ 少 な く と も  
８ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 の 口 径 ） を 有 す る 既 設 管 の 更 生 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 こ の た め 、 内 部  
に 作 業 者 が 入 っ て 作 業 を す る こ と が 難 し い 中 口 径 （ た と え ば ３ ０ ０ 以 上 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 下  
の 口 径 ） の 既 設 管 の 更 生 に 対 応 で き る 管 路 更 生 工 法 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ の 技 術 で は 、 マ ン ホ ー ル 内 で 製 管 す る の で 、 中 口 径 の 既 設 管 の 更 生 に  
も 対 応 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ の 技 術 で は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 側 縁 部 ど う  
し を 直 接 連 結 し て 螺 旋 管 を 形 成 す る の で 、 螺 旋 管 を 形 成 す る と き に 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 位  
置 決 め と 嵌 合 と を 同 時 に 行 う 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 隣 り 合 う ラ イ ニ ン グ 部 材 の 周 長 （ 口  
径 ） を 合 わ せ る こ と が 難 し く 、 螺 旋 管 を 適 切 に 形 成 で き な い 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 側 縁 部 ど う し を 連 結 部 材 （ 嵌 合 材 ） で 連 結 す  
る こ と も 可 能 で あ る こ と が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ の 連 結 部 材 は 、 ラ  
イ ニ ン グ 部 材 の 内 面 側 か ら 取 り 付 け ら れ る も の で あ る た め 、 中 口 径 の 既 設 管 に 対 応 す る 比  
較 的 口 径 の 小 さ い 螺 旋 管 を 製 管 す る こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ れ ゆ え に 、 こ の 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 新 規 な 、 管 更 生 部 材 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 螺 旋 管 の 製 管 が 容 易 で あ り 、 中 口 径 の 既 設 管 を 適 切 に 更 生 で き  
る 、 管 路 更 生 工 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 第 １ の 発 明 は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し て 製 管 し た 螺 旋 管 を 用 い て 既 設 管 を  
更 生 す る 管 路 更 生 工 法 で あ っ て 、 マ ン ホ ー ル 内 で ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 す と 共  
に 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ ニ ン グ 部 材 の 外 面 側 か ら 連 結 部 材 を 取 り 付 け て 当 該 ラ イ ニ ン  
グ 部 材 の 隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し を 連 結 し て 螺 旋 管 を 形 成 し な が ら 、 形 成 し た 螺 旋 管 を 前 記  
マ ン ホ ー ル 内 か ら 既 設 管 内 に 順 次 送 り 込 ん で い く 工 程 を 含 み 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 は 、 螺 旋 状  
に 巻 き 回 し た と き の 外 面 側 の 両 側 部 の そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ る 第 １ 係 合 部 を 備 え 、 連 結 部 材  
は 、 第 １ 係 合 部 の そ れ ぞ れ と 係 合 さ れ る 第 ２ 係 合 部 を 備 え 、 第 １ 係 合 部 は 、 ラ イ ニ ン グ 部  
材 の 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 突 条 と 、 第 １ 突 条 の 一 方 側 面 の 先 端 部 に 形 成 さ れ る 第 １ 係 止 片  
と を 有 し 、 第 ２ 係 合 部 は 、 連 結 部 材 の 長 手 方 向 に 延 び る 第 ２ 突 条 と 、 第 ２ 突 条 の 一 方 側 面  
に 形 成 さ れ 、 第 １ 係 止 片 と 係 合 さ れ る 第 ２ 係 止 片 と を 有 す る 、 管 路 更 生 工 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に 従 属 し 、 連 結 部 材 に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 の 隣 り 合 う 側 縁  
部 ど う し を 連 結 し て 螺 旋 管 を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 連 結 部 材 の 最 外 部 は 、 螺 旋 管 の 径 方  
向 に お け る ラ イ ニ ン グ 部 材 の 最 外 部 よ り も 外 側 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に 従 属 し 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 き 回 す と  
き に は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 側 縁 ど う し を 突 き 合 わ せ る
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 螺 旋 管 を 製 管 す る 際 に ラ イ ニ ン グ 部 材 の 側 縁 ど う し を 突 き 合 わ せ  
た 状 態 に す る の で 、 螺 旋 管 の 軸 方 向 に お け る ラ イ ニ ン グ 部 材 の 位 置 決 め が 容 易 と な り 、 螺  
旋 管 を 容 易 に 製 管 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 に 対 し て 連 結 部 材 を ラ イ ニ ン グ 部 材 の 外 面 側 か ら 取  
り 付 け る の で 、 比 較 的 小 さ い 口 径 の 螺 旋 管 で あ っ て も 製 管 し 易 く 、 内 部 に 作 業 者 が 入 っ て  
作 業 を す る こ と が 難 し い 中 口 径 の 既 設 管 を 適 切 に 更 生 で き る 。 ま た 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 お よ  
び 連 結 部 材 の ２ つ の 部 材 を 用 い て 螺 旋 管 を 形 成 す る の で 、 隣 り 合 う ラ イ ニ ン グ 部 材 の 周 長  
を 合 わ せ 易 く 、 軸 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 口 径 が 一 様 な 螺 旋 管 を 適 切 に 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 の 上 述 の 目 的 、 そ の 他 の 目 的 、 特 徴 お よ び 利 点 は 、 図 面 を 参 照 し て 行 う 後 述 の  
実 施 例 の 詳 細 な 説 明 か ら 一 層 明 ら か と な ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 管 路 更 生 工 法 に よ っ て 既 設 管 を 更 生 す る 様 子 を 模 式 的  
に 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 管 更 生 部 材 を 用 い て 螺 旋 管 を 形 成 す る と き の 様 子 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 管 更 生 部 材 が 備 え る ラ イ ニ ン グ 部 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ラ イ ニ ン グ 部 材 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 管 更 生 部 材 が 備 え る 連 結 部 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 連 結 部 材 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 連 結 部 材 を 用 い て 図 ３ の ラ イ ニ ン グ 部 材 の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た 様 子 を  
示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ３ の ラ イ ニ ン グ 部 材 と 図 ５ の 連 結 部 材 と の 連 結 部 分 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ の 管 路 更 生 工 法 に お け る 製 管 開 始 時 の 工 程 を 説 明 す る た め の 図 解 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の 管 路 更 生 工 法 を 用 い て 既 設 管 を 更 生 し た 様 子 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 管 路 更 生 工 法 は 、 螺 旋 管 （ ラ イ ニ ン グ 管 ）  
１ ０ ２ に よ っ て 既 設 管 １ ０ ０ を 更 生 す る 元 押 し 式 の 管 路 更 生 工 法 で あ る 。 詳 細 は 後 述 す る  
よ う に 、 こ の 管 路 更 生 工 法 で は 、 発 進 側 マ ン ホ ー ル １ １ ０ 内 で ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 螺 旋  
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状 に 巻 き 回 し て 螺 旋 管 １ ０ ２ を 製 管 し な が ら 、 製 管 し た 螺 旋 管 １ ０ ２ を 既 設 管 １ ０ ０ 内 に  
順 次 送 り 込 ん で い く 。 ま た 、 こ の 管 路 更 生 工 法 で は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ と 、 ラ イ ニ ン グ  
部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 す る 連 結 部 材 １ ４ と で 構 成 さ れ る 管 更 生 部 材 １ ０ を 用 い て  
螺 旋 管 １ ０ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 こ の 発 明 に 係 る 管 路 更 生 工 法 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 、 合 成 樹 脂 製 お よ び 金 属 製  
な ど の 種 々 の 既 設 管 １ ０ ０ の 更 生 に 用 い る こ と が 可 能 で あ り 、 特 に 、 内 部 に 作 業 者 が 入 っ  
て 作 業 を す る こ と が 難 し い ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 の 中 口 径 を 有 す る 下 水 管 の 更  
生 に 好 適 に 用 い ら れ る 。 た だ し 、 こ の 管 路 更 生 工 法 は 、 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ を 超 え る 口 径 を 有 す  
る 既 設 管 １ ０ ０ の 更 生 に 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 ず 、 管 路 更 生 工 法 の 具 体 的 な 説 明 に 先 立 ち 、 こ の 実 施 例 で 用 い る 管 更 生 部 材 １ ０ の 一  
例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 管 更 生 部 材 １ ０ は 、 長 尺 帯 板 状 の ラ イ ニ ン グ 部  
材 １ ２ と 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し を 連 結 す る 長  
尺 帯 板 状 の 連 結 部 材 １ ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 実 施 例 の ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た と き の 外 面 側 に 連 結 部 材 １ ４  
と の 嵌 合 部 （ 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ ） を 備 え て お り 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ  
ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 か ら ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 な お 、 管 更 生 部 材 １  
０ を 用 い て 形 成 す る 螺 旋 管 １ ０ ２ の 外 径 は 、 既 設 管 １ ０ ０ の 内 径 よ り も 少 し 小 さ い 大 き さ  
に 設 定 さ れ る 。 以 下 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ の 構 成 に つ い て 具 体 的 に 説  
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 主 構 成 要 素 と な  
る 長 尺 の 部 材 で あ っ て 、 帯 板 状 の 基 体 （ ラ イ ニ ン グ 基 体 ） ２ ０ を 含 む 。 基 体 ２ ０ の 一 方 主  
面 ２ ０ ａ は 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 内 面 を 構 成 す る 面 で あ り 、 平 滑 面 と な っ て い る 。 基 体 ２ ０ の  
幅 は 、 た と え ば ７ ５ ｍ ｍ で あ り 、 基 体 ２ ０ の 厚 み （ 肉 厚 ） は 、 た と え ば ３ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 基 体 ２ ０ の 他 方 主 面 ２ ０ ｂ 側 、 つ ま り ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た と き の  
外 面 側 の 両 側 部 の そ れ ぞ れ に は 、 後 述 す る 連 結 部 材 １ ４ の 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ と 嵌 め 合 わ さ れ  
る 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ は 、 基 体 ２ ０ の 他 方 主 面 ２ ０ ｂ の 両 側 縁  
部 に 形 成 さ れ る 第 １ 係 合 部 ２ ４ と 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ よ り も 基 体 ２ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側  
に 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ と 所 定 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ る 第 ３ 係 合 部 ２ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 係 合 部 ２ ４ は 、 後 述 す る 連 結 部 材 １ ４ の 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と 係 合 さ れ る 部 分 で あ る 。  
こ の 第 １ 係 合 部 ２ ４ は 、 基 体 ２ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 突 条 ２ ８ を 有 す る 。 こ の 第 １ 突  
条 ２ ８ の 一 方 側 面 ２ ８ ａ （ 基 体 ２ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側 の 面 ） の 先 端 部 に は 、 第 １ 係 止  
片 ３ ０ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 突 条 ２ ８ の 他 方 側 面 ２ ８ ｂ は 、 基 体 ２ ０ か ら 離 れ る に 従  
っ て 基 体 ２ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ３ 係 合 部 ２ ６ は 、 後 述 す る 連 結 部 材 １ ４ の 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と 係 合 さ れ る 部 分 で あ る 。  
こ の 第 ３ 係 合 部 ２ ６ は 、 基 体 ２ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 第 ３ 突 条 ３ ２ を 有 す る 。 こ の 第 ３ 突  
条 ３ ２ の 一 方 側 面 ３ ２ ａ （ 基 体 ２ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側 の 面 ） の 先 端 部 に は 、 第 ３ 係 止  
片 ３ ４ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 第 ３ 突 条 ３ ２ の 他 方 側 面 ３ ２ ｂ の 先 端 部 に は 、 基 体 ２ ０ か ら  
離 れ る に 従 っ て 基 体 ２ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 基 体 ２ ０ の 幅 方 向 中 央 部 に は 、 基 体 ２ ０ の 一 部 を 他 方 主 面 ２ ０ ｂ 側 に 突 出 す る よ  
う に 幅 方 向 に 弛 ま せ た 変 位 吸 収 部 ３ ６ が 形 成 さ れ る 。 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 肉 厚 は 、 基 体 ２ ０  
の 他 の 部 分 の 肉 厚 と 略 同 じ 大 き さ で あ る 。 変 位 吸 収 部 ３ ６ は 、 一 方 主 面 ２ ０ ａ か ら 離 れ る  
に 従 っ て 幅 方 向 に 膨 ら む よ う に 形 成 さ れ て お り 、 幅 方 向 両 側 部 の そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ る 屈  
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曲 部 ３ ８ と 、 屈 曲 部 ３ ８ ど う し を 連 結 す る 連 結 部 ４ ０ と を 有 す る 。 連 結 部 ４ ０ は 、 屈 曲 部  
３ ８ よ り も 曲 率 が 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 連 結 部 ４ ０ の 内 面 ４ ０ ａ は 、 平 坦 面  
と な っ て い る 。 ま た 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 基 端 部 間 に は 、 隙 間 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 隙 間  
４ ２ の 幅 は 、 た と え ば １ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 基 体 ２ ０ が 変 位 吸 収 部 ３ ６ を 有 す る こ と で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 用 い て 形  
成 さ れ た 螺 旋 管 １ ０ ２ は 、 こ の 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 部 分 に お い て 、 軸 方 向 お よ び 曲 が り 方 向  
に 変 形 し 易 く な る 。 こ の た め 、 後 述 の よ う に 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 螺 旋 管 １ ０ ２ を 送 り 込 む と  
き に は 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ が 変 形 す る こ と に よ り 、 既 設 管 １ ０ ０ の 曲 り 部 、 屈 曲 部 お よ び 段  
差 部 に 螺 旋 管 １ ０ ２ が 追 従 可 能 と な る 。 ま た 、 施 工 後 に お い て 、 地 震 が 発 生 し た 際 に は 、  
変 位 吸 収 部 ３ ６ が 伸 長 し て 軸 方 向 変 位 を 吸 収 す る の で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う  
し の 連 結 部 分 に お け る 変 形 が 抑 制 さ れ 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ と 連 結 部 材  
１ ４ の 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ と の 嵌 合 が 適 切 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ が ２ つ の 屈 曲 部 ３ ８ と 屈 曲 部 ３ ８ よ り も 曲 率 が 小 さ い 連 結 部 ４ ０  
と を 有 す る こ と で 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 高 さ 方 向 （ 螺 旋 管 １ ０ ２ の 径 方 向 ） の 大 き さ を 抑 制  
し つ つ 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 幅 方 向 （ 螺 旋 管 １ ０ ２ の 軸 方 向 ） に お け る 伸 長 可 能 幅 を 大 き く  
す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 基 端 部 間 に 隙 間 ４ ２ を 有 す る こ と で 、 変 位  
吸 収 部 ３ ６ が 幅 方 向 に 縮 む こ と も 可 能 と な る 。 さ ら に ま た 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ が 一 方 主 面 ２  
０ ａ か ら 離 れ る に 従 っ て 幅 方 向 に 膨 ら む よ う に 形 成 さ れ る こ と で 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 幅 方  
向 外 側 面 が 充 填 材 １ ０ ４ （ 図 １ ０ 参 照 ） に 対 す る ア ン カ 部 と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 、 た と え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 お よ び 硬 質 塩 化 ビ ニ ル  
樹 脂 な ど の 合 成 樹 脂 の 押 出 成 形 に よ っ て 一 体 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ お よ び  
第 ３ 係 合 部 ２ ６ を 含 む 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ 、 お よ び 変 位 吸 収 部 ３ ６ は 、 基 体 ２ ０ の 長 手 方 向 の  
全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ る 。 こ の 際 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 お よ び ポ リ  
プ ロ ピ レ ン 樹 脂 な ど の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 実  
施 例 の ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 な ど の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 に よ っ て 形 成 す る  
こ と で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 長 手 方 向 の 端 部 ど う し を 融 着 接 合 す る こ と が 可 能 と な り 、  
こ の 接 合 部 分 は 一 体 化 し 、 強 度 お よ び 巻 き 回 し の 連 続 性 を 適 切 に 確 保 で き る 。 ま た 、 ポ リ  
オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 は 、 柔 軟 性 が あ る の で 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 に よ っ て 形 成 し た ラ イ ニ  
ン グ 部 材 １ ２ は 螺 旋 状 に 巻 き 回 し 易 い 。 し た が っ て 、 ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 の  
中 口 径 を 有 す る 既 設 管 １ ０ ０ に 対 応 す る 大 き さ （ つ ま り 比 較 的 小 さ い 口 径 ） の 螺 旋 管 １ ０  
２ を 適 切 に 形 成 で き る 。 さ ら に 、 変 位 吸 収 部 ３ ６ が 変 形 し 易 く な り 、 施 工 時 お よ び 地 震 時  
な ど に お い て 螺 旋 管 １ ０ ２ が 変 位 に 追 従 し 易 く な る 。 さ ら に ま た 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂  
は 、 耐 摩 耗 性 お よ び 耐 薬 品 性 な ど に 優 れ る の で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 内 面 を 構 成 す る ラ イ ニ ン  
グ 部 材 １ ２ を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 に よ っ て 形 成 す る こ と で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 耐 摩 耗 性 お  
よ び 耐 薬 品 性 な ど の 耐 久 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を  
連 結 す る た め の 長 尺 の 部 材 で あ る 。 こ の 連 結 部 材 １ ４ は 、 上 述 の よ う に ラ イ ニ ン グ 部 材 １  
２ の 外 面 側 （ 他 方 主 面 ２ ０ ｂ 側 ） か ら 取 り 付 け ら れ る 部 材 で あ っ て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２  
お よ び 連 結 部 材 １ ４ を 用 い て 螺 旋 管 １ ０ ２ を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 内 面  
側 に 露 出 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 連 結 部 材 １ ４ は 、 帯 板 状 の 基 体 （ 連 結 基 体 ） ５ ０ を 備 え る 。 基 体 ５ ０ の 幅 は 、 た と え ば  
３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 基 体 ５ ０ の 厚 み は 、 た と え ば ３ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 基 体 ５ ０ の 一 方 主 面 ５ ０ ａ は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の 他 方 主 面 ２ ０ ｂ に 対 向  
す る 面 で あ り 、 こ の 基 体 ５ ０ の 一 方 主 面 ５ ０ ａ の 両 側 部 の そ れ ぞ れ に は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材  
１ ２ の 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ と 嵌 め 合 わ さ れ る 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ が 形 成 さ れ る 。 こ の 第 ２ 嵌 合 部 ５  
２ は 、 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と を 含 む 。 第 ４ 係 合 部 ５ ６ は 、 基 体 ５ ０ の 一 方 主  
面 ５ ０ ａ の 両 側 縁 部 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 係 合 部 ５ ４ は 、 第 ４ 係 合 部 ５ ６ よ り も 基 体 ５ ０ の  
幅 方 向 に お け る 内 側 に 、 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と 所 定 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ 係 合 部 ５ ４ は 、 基 体 ５ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 第 ２ 突 条 ５ ８ を 有 す る 。 こ の 第 ２ 突 条  
５ ８ の 一 方 側 面 ５ ８ ａ （ 基 体 ５ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側 の 面 ） の 先 端 部 に は 、 ラ イ ニ ン グ  
部 材 １ ２ の 第 １ 係 止 片 ３ ０ を 係 止 す る 第 ２ 係 止 片 ６ ０ が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 第 ４ 係 合 部 ５  
６ は 、 基 体 ５ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 第 ４ 突 条 ６ ２ を 有 す る 。 こ の 第 ４ 突 条 ６ ２ の 一 方 側 面  
６ ２ ａ （ 基 体 ５ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 側 の 面 ） の 先 端 部 に は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 ３  
係 止 片 ３ ４ を 係 止 す る 第 ４ 係 止 片 ６ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 基 体 ５ ０ の 一 方 主 面 ５ ０ ａ に は 、 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と の 間 に 、 弾  
性 体 で あ る エ ラ ス ト マ 等 に よ っ て 帯 状 に 形 成 さ れ る 止 水 部 ６ ６ が 設 け ら れ る 。 こ の 止 水 部  
６ ６ は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ と 連 結 部 材 １ ４ の 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ と を 嵌 め  
合 わ せ た 際 に 、 基 体 ５ ０ の 一 方 主 面 ５ ０ ａ と ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 ３ 係 合 部 ２ ６ の 先 端  
部 と の 間 に 挟 み 込 ま れ る こ と で 、 十 分 に 圧 縮 さ れ る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 ラ イ ニ  
ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し の 連 結 部 分 に お け る 水 密 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 基 体 ５ ０ の 他 方 主 面 ５ ０ ｂ は 、 既 設 管 １ ０ ０ の 内 面 と 対 向 す る 面 で あ り 、 こ の 基  
体 ５ ０ の 他 方 主 面 ５ ０ ｂ の 両 側 部 の そ れ ぞ れ に は 、 基 体 ５ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 断 面 半 円  
状 の 突 条 ６ ８ が 形 成 さ れ る 。 こ の 突 条 ６ ８ は 、 後 述 す る よ う に 螺 旋 管 １ ０ ２ を 既 設 管 １ ０  
０ 内 に 送 り 込 む と き に 、 既 設 管 １ ０ ０ の 内 面 と 接 触 す る 部 分 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 連 結 部 材 １ ４ の 幅 方 向 外 側 面 の そ れ ぞ れ （ こ の 実 施 例 で は 第 ４ 突 条 ６ ２ の 他 方 側  
面 ６ ２ ｂ ） に は 、 基 体 ５ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 断 面 矩 形 状 の 側 面 突 条 ７ ０ が 形 成 さ れ る 。  
こ の 連 結 部 材 １ ４ は 、 充 填 材 １ ０ ４ に 対 す る ア ン カ 部 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う な 連 結 部 材 １ ４ は 、 た と え ば 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 お よ び ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 な  
ど の 合 成 樹 脂 の 押 出 成 形 に よ っ て 一 体 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ 係 合 部 ５ ４ お よ び 第 ４ 係  
合 部 ５ ６ を 含 む 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ 、 突 条 ６ ８ お よ び 側 面 突 条 ７ ０ は 、 基 体 ５ ０ の 長 手 方 向 の  
全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ る 。 こ の 際 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 よ り も 強 度 の  
大 き い 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 な ど の 合 成 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 実 施  
例 の 連 結 部 材 １ ４ は 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 な お 、 止 水 部 ６ ６ は 、 連  
結 部 材 １ ４ と 共 押 出 に よ り 長 手 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 連 結 部 材 １ ４ を 強 度 の 大 き い 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 に よ っ て 形 成 す る こ と で 、 ラ イ ニ ン グ  
部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ の 双 方 を ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 で 形 成 す る こ と と 比 較 し て 、  
形 成 さ れ る 螺 旋 管 １ ０ ２ 全 体 の 剛 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 後 述 の よ う に 螺 旋  
管 １ ０ ２ を 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 送 り 込 む と き に 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２  
を 適 切 に 保 護 で き る 。 さ ら に 、 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ の 強 度 も 大 き く な る の で 、 第 １ 嵌 合 部 ２ ２  
と 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ と の 嵌 合 が 外 れ 難 く な り 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 強 固 に  
連 結 で き る 。 し た が っ て 、 地 震 時 な ど に お い て こ の 連 結 部 分 の 変 形 が 抑 え ら れ 、 止 水 機 能  
を 確 保 で き る 。 さ ら に ま た 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 は 、 成 形 性 が よ い た め 連 結 部 材 １ ４ の 寸  
法 を 出 し 易 い 。 ま た 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 と 比 較 し て 止 水 材 の  
付 着 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 隣 り 合 う 側 縁  



10

20

30

40

50

JP 7501848 B2 2024.6.18(7)

部 ど う し を 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て 連 結 す る 際 に は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の 一 方  
主 面 ２ ０ ａ ど う し が 面 一 と な る よ う に 、 基 体 ２ ０ の 側 縁 ど う し を 突 き 合 わ せ た 状 態 に す る  
。 そ し て 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 か ら 連 結 部 材 １ ４ を 押 し 込 む  
よ う に し て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ に 対 し て 連 結 部 材 １ ４ の 第 ２ 嵌 合 部 ５  
２ を 長 手 方 向 に 順 次 嵌 め 合 わ せ て い く 。 す る と 、 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ の 第 ２ 係 止 片 ６ ０ お よ び  
第 ４ 係 止 片 ６ ４ の そ れ ぞ れ に よ っ て 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ の 第 １ 係 止 片 ３ ０ お よ び 第 ３ 係 止 片 ３  
４ の そ れ ぞ れ が 係 止 さ れ て 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し が  
連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た  
状 態 、 つ ま り 螺 旋 管 １ ０ ２ を 形 成 し た 状 態 に お い て は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の  
側 縁 ど う し が 直 接 突 き 合 わ さ れ 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 内 面 側 に 露 出 し な い 。  
し た が っ て 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 内 面 に 表 れ る 継 ぎ 目 の 数 を 低 減 で き る の で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の  
内 面 を 円 滑 に す る こ と が で き 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 流 下 性 能 を 向 上 で き る 。 ま た 、 螺 旋 管 １ ０  
２ の 内 面 に 露 出 す る の は 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 （ ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 ） に よ っ て 形 成 さ れ  
る ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の み で あ る の で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 耐 摩 耗 性 お よ び 耐 薬 品 性 な ど の 耐  
久 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た 状 態 に お い  
て 、 そ の 連 結 部 分 で は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 １ 係 止 片 ３ ０ が 基 体 ２ ０ の 側 縁 を 中 心 と  
し て 互 い に 外 向 き と な り 、 連 結 部 材 １ ４ の 第 ２ 係 止 片 ６ ０ が 基 体 ２ ０ の 側 縁 を 中 心 と し て  
互 い に 内 向 き と な る 。 つ ま り 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し の 連 結 部 分 で は 、 連 結  
部 材 １ ４ の 第 ２ 係 合 部 ５ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 １ 係 合 部 ２ ４ を 挟 み 込 む 状 態  
と な る 。 こ の た め 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ に は 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ と 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と の 係 合  
に よ っ て 、 隣 り 合 う 基 体 ２ ０ の 側 縁 ど う し が 近 づ く 方 向 （ 密 着 す る 方 向 ） に 力 が 作 用 す る  
。 し た が っ て 、 形 成 さ れ た 螺 旋 管 １ ０ ２ に お い て は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の 側  
縁 ど う し を 適 切 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 同 様 に 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し の 連 結 部 分 で は 、 基 体 ２ ０ の 側 縁 を 中 心 と  
し て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 第 ３ 係 止 片 ３ ４ が 互 い に 外 向 き と な り 、 連 結 部 材 １ ４ の 第 ４  
係 止 片 ６ ４ が 互 い に 内 向 き と な っ て 、 連 結 部 材 １ ４ の 第 ４ 係 合 部 ５ ６ に よ っ て ラ イ ニ ン グ  
部 材 １ ２ の 第 ３ 係 合 部 ２ ６ を 挟 み 込 む 状 態 と な る 。 こ の た め 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ に は 、  
第 １ 係 合 部 ２ ４ と 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と の 係 合 に 加 え て 、 第 ３ 係 合 部 ２ ６ と 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と  
の 係 合 に よ っ て も 、 隣 り 合 う 基 体 ２ ０ の 側 縁 ど う し が 近 づ く 方 向 に 力 が 作 用 す る 。 し た が  
っ て 、 形 成 さ れ た 螺 旋 管 １ ０ ２ に お い て は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の 側 縁 ど う し  
を よ り 適 切 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う に 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ と 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と の 係 合 、 お よ び 第 ３ 係 合 部 ２  
６ と 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と の 係 合 を 含 む ２ 重 の 係 合 に よ っ て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど  
う し を 連 結 す る の で 、 こ の 連 結 部 分 に お い て は 引 張 方 向 （ ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ が 互 い に 離  
れ る 方 向 ） に 対 す る 抵 抗 力 が 大 き く な る 。 こ の た め 、 地 震 時 な ど に お い て 螺 旋 管 １ ０ ２ に  
軸 方 向 変 位 が 作 用 し た 場 合 で も 、 連 結 部 分 （ 第 １ 嵌 合 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ ） の 変  
形 を 抑 え ら れ 、 止 水 部 ６ ６ に よ る 止 水 機 能 を 確 保 で き る 。 ま た 、 ２ 重 の 係 合 に よ っ て 連 結  
強 度 を 確 保 す る の で 、 連 結 強 度 を 大 き く す る た め に 第 １ 係 合 部 ２ ４ 、 第 ２ 係 合 部 ５ ４ 、 第  
３ 係 合 部 ２ ６ お よ び 第 ４ 係 合 部 ５ ６ の 肉 厚 を 大 き く す る 必 要 が な く 、 他 の 部 分 と 肉 厚 を 均  
等 に で き る 、 す な わ ち 部 材 全 体 を 均 一 な 肉 厚 に で き る た め 成 形 し 易 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ の 第 １ 突 条 ２ ８ の 他 方 側 面 ２ ８ ｂ が 傾 斜 面 に な っ て い る こ と か  
ら 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た 状 態 に お い て は  
、 第 １ 突 条 ２ ８ の 他 方 側 面 ２ ８ ｂ 側 に 空 隙 ８ ０ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 係 合 部 ２ ４ と 第 ２ 係 合  



10

20

30

40

50

JP 7501848 B2 2024.6.18(8)

部 ５ ４ と を 係 合 さ せ る と き に は 、 主 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン 製 の 第 １ 係 合 部 ２ ４ が 他 方 側 面  
２ ８ ｂ 側 に 弾 性 変 形 し て 傾 動 す る が 、 空 隙 ８ ０ が あ る こ と に よ っ て 第 １ 係 合 部 ２ ４ の 倒 れ  
代 が 確 保 さ れ る の で 、 第 １ 係 合 部 ２ ４ と 第 ２ 係 合 部 ５ ４ と の 係 合 に 要 す る 力 （ 押 込 み 力 ）  
を 低 減 で き 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ に 対 し て 連 結 部 材 １ ４ を 取 り 付 け 易 く な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た 状 態 に お  
い て は 、 第 ３ 突 条 ３ ２ の 他 方 側 面 ３ ２ ｂ 側 に 空 隙 ８ ２ が 形 成 さ れ る 。 第 ３ 係 合 部 ２ ６ と 第  
４ 係 合 部 ５ ６ と を 係 合 さ せ る と き に は 、 主 と し て 第 ３ 係 合 部 ２ ６ が 他 方 側 面 ３ ２ ｂ 側 に 弾  
性 変 形 し て 傾 動 す る が 、 空 隙 ８ ２ が あ る こ と に よ っ て 第 ３ 係 合 部 ２ ６ の 倒 れ 代 が 確 保 さ れ  
る の で 、 第 ３ 係 合 部 ２ ６ と 第 ４ 係 合 部 ５ ６ と の 係 合 に 要 す る 力 を 低 減 で き 、 ラ イ ニ ン グ 部  
材 １ ２ に 対 し て 連 結 部 材 １ ４ を 取 り 付 け 易 く な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に ま た 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た 状 態  
に お い て 、 連 結 部 材 １ ４ の 基 体 ５ ０ に 形 成 し た 突 条 ６ ８ の 先 端 は 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 径 方 向  
に お け る ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 最 外 部 （ こ の 実 施 例 で は 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 連 結 部 ４ ０ の 外  
面 ） よ り も 外 側 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 螺 旋 管 １ ０ ２ を 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 送 り 込 む と き  
に は 、 突 条 ６ ８ が 既 設 管 １ ０ ０ の 内 面 と 摺 接 し 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 既 設 管 １ ０ ０ の 内  
面 と 摺 接 し な い （ ま た は 摺 接 し 難 い ） の で 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を  
適 切 に 保 護 で き る 。 ま た 、 連 結 部 材 １ ４ の 基 体 ５ ０ の 他 方 主 面 ５ ０ ｂ に 突 条 ６ ８ を 形 成 す  
る こ と で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ を 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 送 り 込 む と き に は 、 既 設 管 １ ０ ０ の 内 面 と 螺  
旋 管 １ ０ ２ の 外 面 と の 接 触 面 積 が 減 少 す る 。 こ れ に よ り 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 挿 入 抵 抗 を 低 減  
で き る と 共 に 、 既 設 管 １ ０ ０ と の 摺 接 に よ る 螺 旋 管 １ ０ ２ の 損 傷 を 低 減 で き る 。 な お 、 こ  
の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 １ ４ を 強 度 の 大 き い 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 に よ っ て 形 成 し て い る の  
で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 保 護 効 果 お よ び 螺 旋 管 １ ０ ２ の 損 傷 低 減 効 果 が よ り 適 切 に 発 揮  
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 １ ４ の 基 体 ５ ０ の 他 方 主 面 ５ ０ ｂ も 、 連 結 部 材 １ ４ に  
よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 し た 状 態 に お い て 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 径 方  
向 に お け る ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 最 外 部 よ り も 外 側 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 螺 旋 管 １ ０  
２ を 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 送 り 込 む と き に は 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を よ  
り 確 実 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 続 い て 、 図 １ 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 管 路 更 生 工 法  
に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 発 進 側 マ ン ホ ー ル １ １ ０ か ら 到 達 側 マ ン ホ  
ー ル １ １ ２ ま で の 間 の 既 設 管 １ ０ ０ を 更 生 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 既 設 管 １ ０ ０ を 更 生 す る と き に は 、 先 ず 、 発 進 側 マ ン ホ ー ル １ １ ０ 内 に 製 管 機 １ １ ４ を  
設 置 す る と 共 に 、 発 進 側 マ ン ホ ー ル １ １ ０ の 近 傍 の 地 上 に ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結  
部 材 １ ４ を 含 む 管 更 生 部 材 １ ０ を 設 置 す る 。 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ は 、  
そ れ ぞ れ 個 別 に ロ ー ル 状 に 巻 き 取 っ た も の を 用 意 し て 設 置 す る と よ い 。 な お 、 既 設 管 １ ０  
０ 内 は 、 高 圧 洗 浄 機 な ど を 用 い て 予 め 洗 浄 し て お く 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 螺 旋 管 １ ０ ２ を 施 工 す る 。 す な わ ち 、 ラ イ  
ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ を 地 上 か ら 発 進 側 マ ン ホ ー ル １ １ ０ 内 に 設 置 し た 製 管  
機 １ １ ４ に 供 給 し 、 こ の 製 管 機 １ １ ４ を 用 い て 形 成 し た 螺 旋 管 １ ０ ２ を 発 進 側 マ ン ホ ー ル  
１ １ ０ 内 か ら 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 順 次 送 り 込 ん で い く 。 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 製 管 機 １ １ ４  
に 供 給 す る 際 に は 、 必 要 に 応 じ て 押 込 機 （ 図 示 せ ず ） を 用 い る と よ い 。 製 管 機 １ １ ４ に お  
い て は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の 側 縁 ど う し を 突 き 合 わ せ る よ う に し て ラ イ ニ ン  
グ 部 材 １ ２ を 螺 旋 状 に 巻 き 回 す と 共 に 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 か ら 連 結 部 材 １ ４ を  
取 り 付 け て ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し を 連 結 す る こ と で 、 螺 旋 管 １ ０ ２  
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が 製 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 製 管 開 始 時 に は 、 先 ず 、 製 管 機 １ １ ４ 内 に ラ イ ニ  
ン グ 部 材 １ ２ の 先 頭 部 分 を セ ッ ト す る 。 こ の 際 に は 、 製 管 機 １ １ ４ 内 に ラ イ ニ ン グ 部 材 １  
２ を 送 り 込 み 、 少 な く と も ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し が 連 結 可 能 と な る  
位 置 （ つ ま り 少 な く と も 連 結 可 能 な 重 な り 代 が で き る ） ま で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 螺 旋  
状 に 巻 き 回 す 。 こ の 際 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 螺 旋 状 に ５ ／ ４ 周 分 以 上 巻 き 回 す こ と が 好  
ま し い 。 こ の 実 施 例 で は 、 図 ９ ( Ａ ) に 示 す よ う に 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 螺 旋 状 に ２ 周 分  
巻 き 回 し て い る 。 そ し て こ の 状 態 で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 巻 き 回 し を 一 旦 停 止 し 、 ラ イ  
ニ ン グ 部 材 １ ２ の 位 置 決 め を 行 う 。 つ ま り 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 周 長 （ 口 径 ） お よ び 軸  
方 向 位 置 を 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 先 頭 部 分 が 正 確 に 位 置 決 め さ れ  
た 状 態 で 螺 旋 管 １ ０ ２ の 製 管 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ の 後 、 図 ９ ( Ｂ ) に 示 す よ う に 、 製 管 機 １ １ ４ 内 へ の 連 結 部 材 １ ４ の 供 給 を 開 始 す る と  
共 に ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 巻 き 回 し を 再 開 し 、 連 結 部 材 １ ４ に よ る ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の  
隣 り 合 う 側 縁 部 ど う し の 連 結 を 開 始 す る 。 そ し て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １  
４ を 製 管 機 １ １ ４ に 供 給 し て い く こ と で 、 図 ９ ( Ｃ ) に 示 す よ う に 、 螺 旋 管 １ ０ ２ を 順 次 製  
管 し て い く 。 製 管 機 １ １ ４ に お い て 製 管 さ れ た 螺 旋 管 １ ０ ２ は 、 製 管 さ れ た 部 分 か ら 順 に  
製 管 機 １ １ ４ か ら 押 し 出 さ れ て 、 回 転 し な が ら 到 達 側 マ ン ホ ー ル １ １ ２ に 向 か っ て 既 設 管  
１ ０ ０ 内 に 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 既 設 管 １ ０ ０ の 更 生 区 間 の 全 長 に 亘 っ て 螺 旋 管 １ ０ ２ を 施 工 す る と 、 続 い て 、 既 設 管 １  
０ ０ の 内 面 と 螺 旋 管 １ ０ ２ の 外 面 と の 間 に 充 填 材 １ ０ ４ を 注 入 す る 。 充 填 材 １ ０ ４ が 固 化  
す る こ と で 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 、 既 設 管 １ ０ ０ と 螺 旋 管 １ ０ ２ と が 一 体 化 し た 更 生 管 （  
複 合 管 ） １ ０ ６ が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 、 片 付 け 作 業 な ど を 適 宜 実 施 す る こ と に よ っ て 、 既  
設 管 １ ０ ０ の 更 生 作 業 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う な 管 路 更 生 方 法 で は 、 螺 旋 状 に 巻 き 回 し た ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 か ら 連  
結 部 材 １ ４ を 取 り 付 け る の で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 の 内 面 側 か ら 連 結 部 材 を 取 り 付 け る 管 更 生  
部 材 で は 製 管 作 業 が 困 難 と な る ３ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 の 中 口 径 の 既 設 管 １ ０ ０  
に 対 応 す る 大 き さ （ つ ま り 比 較 的 小 さ い 口 径 ） の 螺 旋 管 １ ０ ２ で あ っ て も 、 製 管 し 易 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ の ２ つ の 部 材 を 用 い て 螺 旋 管 １ ０ ２ を 形  
成 す る の で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 周 回 さ せ て 位 置 決 め し た 後 、 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て ラ  
イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 側 縁 部 ど う し を 連 結 固 定 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 螺 旋 管 １ ０  
２ を 形 成 す る 際 に 、 隣 り 合 う ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 周 長 （ 口 径 ） を 合 わ せ 易 く 、 軸 方 向 の  
全 長 に 亘 っ て 口 径 が 一 様 な 螺 旋 管 １ ０ ２ を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 製 管 開 始 時 に お い て 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 巻 き 回 し を 一 旦 停 止 し た 状 態 で ラ  
イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 位 置 決 め を 行 う の で 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 先 頭 部 分 を よ り 正 確 に 位  
置 決 め で き る 。 し た が っ て 、 軸 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 口 径 が 一 様 な 螺 旋 管 １ ０ ２ を よ り 適 切  
に 形 成 で き る 。 た だ し 、 製 管 開 始 時 に お け る ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 位 置 決 め は 、 ラ イ ニ ン  
グ 部 材 １ ２ の 巻 き 回 し を 停 止 す る こ と な く 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し て 製 管 す る 際 に は 、 ラ イ ニ ン グ 部  
材 １ ２ の 基 体 ２ ０ の 側 縁 ど う し を 突 き 合 わ せ た 状 態 に す る の で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ の 軸 方 向 に  
お け る ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 位 置 決 め が 容 易 と な り 、 製 管 し 易 い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ に 対 し て 連 結 部 材 １ ４ を ラ イ  
ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 か ら 取 り 付 け る の で 、 比 較 的 小 さ い 口 径 の 螺 旋 管 １ ０ ２ で あ っ て  
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も 製 管 し 易 く 、 内 部 に 作 業 者 が 入 っ て 作 業 を す る こ と が 難 し い 中 口 径 の 既 設 管 １ ０ ０ を 適  
切 に 更 生 で き る 。 ま た 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ の ２ つ の 部 材 を 用 い て 螺  
旋 管 １ ０ ２ を 形 成 す る の で 、 隣 り 合 う ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 周 長 を 合 わ せ 易 く 、 軸 方 向 の  
全 長 に 亘 っ て 口 径 が 一 様 な 螺 旋 管 １ ０ ２ を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 管 更 生 部 材 １ ０ （ ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結 部 材 １ ４ ） の 具 体 的 な  
構 成 な い し 形 状 は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 か ら 連 結 部 材 １ ４ を 取 り 付 け 可 能 な 態 様  
で あ れ ば よ く 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 た と え ば 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ は 、 連 結 部 材 １ ４ と の 嵌 合 部 （ 第 １  
嵌 合 部 ２ ２ ） と し て 、 ２ つ の 係 合 部 （ 第 １ 係 合 部 ２ ４ お よ び 第 ３ 係 合 部 ２ ６ ） を 有 す る が  
、 係 合 部 は １ つ で あ っ て も 構 わ な い 。 同 様 に 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ と の  
嵌 合 部 （ 第 ２ 嵌 合 部 ５ ２ ） と し て 、 ２ つ の 係 合 部 （ 第 ２ 係 合 部 ５ ４ お よ び 第 ４ 係 合 部 ５ ６  
） を 有 す る が 、 係 合 部 は １ つ で あ っ て も 構 わ な い 。 ま た 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ お よ び 連 結  
部 材 １ ４ に 形 成 す る 嵌 合 部 の う ち 、 一 方 の 嵌 合 部 を 溝 状 に 形 成 し 、 他 方 の 嵌 合 部 を そ れ に  
嵌 め 込 ま れ る 突 条 状 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 基 体 ５ ０ の 両 側 部 に 形 成 さ れ る ２ つ の 突 条  
６ ８ を 有 す る が 、 突 条 ６ ８ は 、 １ つ ま た は ３ つ 以 上 で も 構 わ な い 。 た と え ば 、 １ つ の 突 条  
６ ８ を 設 け る の で あ れ ば 、 基 体 ５ ０ の 他 方 主 面 ５ ０ ｂ の 幅 方 向 中 央 部 に 設 け れ ば よ く 、 ３  
つ の 突 条 ６ ８ を 設 け る の で あ れ ば 、 基 体 ５ ０ の 他 方 主 面 ５ ０ ｂ の 幅 方 向 中 央 部 お よ び 両 側  
部 に 設 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 変 位 吸 収 部 ３ ６ の 基 端 部 間 に 隙 間 ４  
２ を 形 成 す る よ う に し た が 、 こ の 隙 間 ４ ２ は 、 必 ず し も 形 成 さ れ る 必 要 は な い 。 ま た 、 隙  
間 ４ ２ を 覆 う よ う に 基 体 ２ ０ の 一 方 主 面 ２ ０ ａ ど う し を 連 結 す る 薄 膜 部 を 一 体 成 形 す る よ  
う に し て も よ い し 、 後 付 け で 薄 膜 部 を 貼 り 付 け る 等 し て 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 上 述 の 実 施 例 で は 設 け て い な い が 、 ラ イ ニ ン グ 部 材 １ ２ の 外 面 側 （ 他 方 主  
面 ２ ０ ｂ 側 ） に は 、 剛 性 を 高 め る た め の 補 強 部 材 を 取 り 付 け て お く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 螺 旋 管 １ ０ ２ を 回 転 さ せ な が ら 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 送 り 込 む 元  
押 し 式 の 管 路 更 生 工 法 を 例 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 こ の 発 明 に 係 る 管 路 更 生 工 法  
は 、 発 進 側 マ ン ホ ー ル １ １ ０ 内 で 製 管 し た 螺 旋 管 １ ０ ２ を 到 達 側 マ ン ホ ー ル １ １ ２ 側 か ら  
ウ ィ ン チ 等 で 引 っ 張 る こ と で 、 螺 旋 管 １ ０ ２ を 回 転 さ せ る こ と な く 既 設 管 １ ０ ０ 内 に 送 り  
込 む 牽 引 式 の 管 路 更 生 工 法 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 充 填 材 １ ０ ４ に よ っ て 既 設 管 １ ０ ０ と 螺 旋 管 １ ０ ２ と が 一  
体 化 し た 複 合 管 （ 更 生 管 １ ０ ６ ） を 形 成 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 こ の 発  
明 に 係 る 管 路 更 生 工 法 は 、 既 設 管 １ ０ ０ か ら 独 立 し て 強 度 を 保 持 す る 自 立 管 を 形 成 す る こ  
と も で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 上 で 挙 げ た 寸 法 な ど の 具 体 的 数 値 は い ず れ も 単 な る 一 例 で あ り 、 製 品 の 仕 様 な ど  
の 必 要 に 応 じ て 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 １ ０   … 管 更 生 部 材
　 １ ２   … ラ イ ニ ン グ 部 材
　 １ ４   … 連 結 部 材
　 ２ ０   … ラ イ ニ ン グ 部 材 の 基 体
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　 ２ ２   … 第 １ 嵌 合 部
　 ５ ０   … 連 結 部 材 の 基 体
　 ５ ２   … 第 ２ 嵌 合 部
　 １ ０ ０   … 既 設 管
　 １ ０ ２   … 螺 旋 管
　 １ ０ ４   … 充 填 材
　 １ ０ ６   … 更 生 管
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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